
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　回路基板を被包する遊技機用基板ボックスと、その遊技機用基板ボックスを遊技機の裏
側面に回動可能に取り付ける取付部材と、その取付部材および遊技機用基板ボックスを結
合させる結合手段とを有する遊技機用基板ボックスユニットを備えた遊技機において、
　前記取付部材は、板状に形成された主板と、その主板に貫通して形成される前記結合手
段としての第１係合部を有する一方、
　前記遊技機用基板ボックスは、箱状に形成された本体と、その本体より外方へ向けて突
設されると共に前記取付部材の主板に重ねて取り付けられる場合に前記取付部材の第１係
合部に係合可能な前記結合手段としての第２係合部とを有し、
　前記取付部材の主板の片面側には前記遊技機用基板ボックスの本体が取り付けられ、そ
の主板の反対面側が前記遊技機の裏側面に対向した状態で前記遊技機用基板ボックスユニ
ットが前記遊技機の裏側面に取り付けられ、
　その対向状態に対して前記 第２係合部が遊技機の裏側面から離間するように
前記取付部材を回動し 記主板の前記反対面側から 第２係合部

することによって、前記遊技機用基板ボックスを前記取付部材より取り外
し可能に構成されていることを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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　本発明は遊技機用基板ボックスを取付部材から誤って取り外してしまうことを防止する
ことができる遊技機用基板ボックスユニットを備えた遊技機に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　近年、パチンコ機およびスロットマシーン等の遊技機は、遊技盤に設けられる入賞装置
および表示装置等を制御して遊技の興趣を盛り上げるものが主流となっている。この入賞
装置および表示装置の制御はＩＣ，ＬＳＩ等の多数の電子部品を配設したロジック制御回
路基板またはマイクロコンピュータを有する制御回路基板等により行われる。この制御回
路基板はボックスベースおよびボックスカバーを備えた遊技機用基板ボックスに被包され
ており、この遊技機用基板ボックスは取付板に結合され、その取付板を介して遊技盤の裏
面に配設される入賞球集合カバーまたは機構板に付設される。
【０００３】
　ところで、遊技機用基板ボックスと取付板とを結合する場合、遊技機用基板ボックスの
メンテナンス等を考慮して、遊技機用基板ボックスは取付板から取り外し可能な状態で結
合する必要がある。このため、従来の遊技機用基板ボックスと取付板との結合には、例え
ば、ロック部材とそのロック部材に着脱自在に形成されたボタン部材とを備えた結合具が
使用されている。この結合具は、取付板に配設されたロック部材に対して、遊技機用基板
ボックスに配設されたボタン部材を押し込むことにより、ボタン部材がロック部材に係合
され、そのボタン部材の配設された遊技機用基板ボックスとロック部材の配設された取付
板とが結合されるのである。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら、かかる結合具は、遊技機の裏面から視認可能な状態で露出して配設され
ており、かつ、ボタン部材を引き抜くことにより容易に遊技機用基板ボックスと取付部材
との結合状態を解除することができるので、遊技機の検査等において、基板ボックスを不
用意に取り外してしまうという問題点があった。また、かかる結合具と同一種類の結合具
によって、入賞球集合カバーや機構板等が遊技盤の裏面に結合される遊技機においては、
遊技盤と入賞球集合カバーや機構板等との結合を解除する際に、遊技機用基板ボックスが
取付板から誤って外されてしまうという問題点があった。
【０００５】
　本発明は上述した問題点を解決するためになされたものであり、遊技機用基板ボックス
を取付部材から誤って取り外してしまうことを防止することができる遊技機用基板ボック
スユニットを備えた遊技機を提供することを目的としている。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
　この目的を達成するために請求項１記載の遊技機は、回路基板を被包する遊技機用基板
ボックスと、その遊技機用基板ボックスを遊技機の裏側面に回動可能に取り付ける取付部
材と、その取付部材および遊技機用基板ボックスを結合させる結合手段とを有する遊技機
用基板ボックスユニットを備えており、前記取付部材は、板状に形成された主板と、その
主板に貫通して形成される前記結合手段としての第１係合部を有する一方、前記遊技機用
基板ボックスは、箱状に形成された本体と、その本体より外方へ向けて突設されると共に
前記取付部材の主板に重ねて取り付けられる場合に前記取付部材の第１係合部に係合可能
な前記結合手段としての第２係合部とを有し、前記取付部材の主板の片面側には前記遊技
機用基板ボックスの本体が取り付けられ、その主板の反対面側が前記遊技機の裏側面に対
向した状態で前記遊技機用基板ボックスユニットが前記遊技機の裏側面に取り付けられ、
その対向状態に対して前記 第２係合部が遊技機の裏側面から離間するように前
記取付部材を回動し 記主板の前記反対面側から 第２係合部

することによって、前記遊技機用基板ボックスを前記取付部材より取り外し
可能に構成されている。
【０００７】

10

20

30

40

50

(2) JP 3832048 B2 2006.10.11

第１および
、前 前記第１係合部および の係

合状態を解除



　この請求項１記載の遊技機によれば、取付部材と回路基板を被包した遊技機用基板ボッ
クスとは結合手段によって結合され、その取付部材は遊技機の裏側面に回動可能に取り付
けられる。この遊技機用基板ボックスと取付部材との結合状態は、取付部材に結合された
遊技機用基板ボックスが遊技機の裏側面の所定位置に配置されている場合には、解除する
ことができない。このため結合状態の解除は、取付部材を介して遊技機用基板ボックスユ
ニットを遊技機の裏側面の所定位置から回動して行われる。
【０００８】
【発明の実施の形態】
　以下、本発明の好ましい実施例について、添付図面を参照して説明する。図１は、本発
明の遊技機用基板ボックスユニットの一実施例であるボックスユニット１の分解斜視図で
あり、図２は、ボックスユニット１の配設された遊技機の一種であるパチンコ機９０の裏
面の部分断面図である。図３は、図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線における平面部分断面図であり
、図４は、図２のＩＶ－ＩＶ線におけるボックスユニット１を分解した平面断面図である
。図５は、図３のＶ－Ｖ線におけるボックスユニット１の裏面部分図である。尚、図３に
示す２点鎖線は、連接板８を介してボックスユニット１が回転された状態を図示している
。
【０００９】
　図１に示すように、ボックスユニット１は、遊技機の一種であるパチンコ機９０（図２
参照）の遊技内容に関する制御プログラムやデータを記憶した制御用ＲＯＭ等の電子部品
（図示せず）が搭載された制御回路基板６を被包して封印するためのものである。このボ
ックスユニット１は、主に、基板ボックス２と、取付部材５とを備え、図２に示すパチン
コ機９０の遊技盤９１の裏面に設けられた入賞球集合カバー９２に取り付けられている。
【００１０】
　図１に示すように、基板ボックス２は、ボックス本体３と、そのボックス本体３に覆設
されるボックス蓋体４とを備え、透明な高分子樹脂等で構成されている。このボックス本
体３およびボックス蓋体４は、いずれも略矩形皿状に形成されており、制御回路基板６を
ボックス本体３内に収納した状態で、互いの開口面を対向させ合致（合体）させることに
より、制御回路基板６を基板ボックス２内に被包することができる。
【００１１】
　ボックス本体３の左右両側面には４つの中空円柱状の封印部材３１がそれぞれ配設され
、ボックス蓋体４の左右両側面には各封印部材３１に対応して４つの中空円柱状の封印部
材４１がそれぞれ配設されている。この各封印部材３１，４１は制御回路基板６への不正
行為を防止するため基板ボックス２を封印する部材であり、ボックス本体３の各封印部材
３１には封印ねじ７１の螺入されるナット部材７２と、そのナット部材７２に螺入された
封印ねじ７１を係止する係止座金７３とがそれぞれ設置される。尚、封印ねじ７１は互い
に対向する一対の封印部材３１，４１内に螺入され両者を連結する部材である。
【００１２】
　この各封印部材３１，４１により基板ボックス２を封印する場合、制御回路基板６をボ
ックス本体３内に収納した状態で、ボックス本体３にボックス蓋体４を覆設して、各封印
部材３１，４１を対向させて当接する（図３参照）。各封印部材３１，４１の当接後、ボ
ックス蓋体４右側面の最後側に配設された封印部材４１およびボックス蓋体４左側面の最
前側に配設された封印部材４１に封印ねじ７１をそれぞれ挿入し、これらの封印ねじ７１
を各封印部材３１内に設置されたナット部材７２へ螺入し続ける。この封印ねじ７１の螺
入が完了すると、封印部材３１内の係止座金７３によって封印ねじ７１が抜き取り不可能
な状態で係止される。その結果、封印ねじ７１により封印部材３１と封印部材４１とが連
結されて、基板ボックス２を封印することができる。尚、図３に示すように、封印部材３
１の側面部には封印ねじ７１と同一種類の予備用封印ねじ７４を保持することができる。
【００１３】
　次に、基板ボックス２のボックス本体３を取付部材５に取り付ける（結合する）ために
、ボックス本体３に設けられた各部材について説明する。まず、ボックス本体３の後側面
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の下方部分には、ボックス本体３の外方へ向けて、２つの略矩形状の突部３２が突設され
ている。これらの突部３２は、取付部材５の後側縁部分に穿設された２つの穴部５２に挿
入可能に形成されており、各突部３２を各穴部５２に挿入することにより、ボックス本体
３の後側面を取付部材５の後側縁部分に係止することができる。また、ボックス本体３の
前側面、即ち、各突部３２の突設面に対向する側面には矩形状に開口された切欠部３３が
形成されており、切欠部３３の上部端面は取付部材５に形成された２つの係止爪５３によ
り係止される。
【００１４】
　ボックス本体３の底部３５の下面、即ち、ボックス本体３の取付部材５側の面には、ボ
ックス本体３の外方へ向けて、略矩形状の係合爪３４が突設されている。この係合爪３４
は、取付部材５の係合穴５４に係合可能に形成されており、ボックス本体３および取付部
材５が結合された場合に、ボックス本体３の取付部材５に対する相対的なスライドを抑制
するためのものである。尚、ボックス本体３と取付部材５との結合方法については後述す
る。
【００１５】
　切欠部３３は、また、ボックス蓋体４がボックス本体３に覆設された場合に、基板ボッ
クス２の一側壁に導出口２１を形成する（図３参照）。よって、その導出口２１を介して
基板ボックス２内に収納された制御回路基板６の雄型コネクタ６１に接続されたアース線
６２やフラットケーブル６３を基板ボックス２から導出させることができる。
【００１６】
　また、ボックス蓋体４の上面には、基板ボックス２と取付部材５とを結合する場合の基
板ボックス２のスライド方向を表示した方向表示４２が形成されており、この方向表示４
２の示す方向へ基板ボックス２をスライドさせることにより、基板ボックス２を取付部材
５に結合することができる。尚、この方向表示４２は、ボックス蓋体４の成形と同時に型
枠を用いて形成される。
【００１７】
　図５に示すように、ボックス本体３の底部３５外面には、基板ボックス２のボックス本
体３を取付部材５から取り外すための操作方法を表示した操作表示３６が設けられている
。例えば、本実施例の操作表示３６によれば、「ＰＵＳＨ」の表示と、矢印の表示を有し
ている。この操作表示３６の「ＰＵＳＨ」の表示は、基板ボックス２を取付部材５から取
り外す場合に、その「ＰＵＳＨ」の表示部分を押圧しなければならない旨を指示している
。また、矢印の表示は、基板ボックス２を取付部材５から取り外す場合に、基板ボックス
２を矢印の方向へスライドさせなければならない旨を指示している。
【００１８】
　この操作表示３６はボックス本体３の成形と同時に型枠を用いて凸状に形成される。よ
って、係合爪３４および係合穴５４の係合状態を解除するため、操作表示３６に指を押し
当て基板ボックス２をスライドさせる場合、指先が操作表示３６に引っかかり指の滑りを
防止することができる。
【００１９】
　次に、図１を参照して、上述した基板ボックス２が結合される取付部材５について説明
する。この取付部材５は導電性を有する薄板状の金属材料、例えば、薄板鋼材等で構成さ
れており、ボックス本体３の底部３５が嵌合可能な薄皿状の主板５１を備えている。この
主板５１上面の面積は基板ボックス２に収納される制御回路基板６と略同一面積となるよ
うに形成されているので、基板ボックス２の外部からの電気的ノイズを確実に除去するこ
とができる。また、主板５１の縁部分には周囲板５６が周設されており、その周囲板５６
の後側縁部分および主板５１に跨った部分には２つの矩形状の穴部５２が穿設されている
。これらの穴部５２は上述したボックス本体３に突設された各突部３２に対応して穿設さ
れており、かかる各突部３２は各穴部５２へ挿入され係止される。取付部材５の前側縁部
分に形成された周囲板５６の上端部分には、２つの係止爪５３が一体形成されている。こ
の各係止爪５３は側面視略コ字状に形成されており、各係止爪５３内にボックス本体３の
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切欠部３３が填め込まれる（図３参照）。
【００２０】
　取付部材５の主板５１の略中央部分には、矩形状の係合穴５４が穿設されており、この
係合穴５４にボックス本体３に突設された係合爪３４が係合されるのである。即ち、この
係合穴５４に上述した係合爪３４が係合させるためには、まず、基板ボックス２を傾けた
状態で、基板ボックス２のボックス本体３に突設された各突部３２を取付部材５の各穴部
５２へ挿入した後、ボックス本体３の底部３５の下面と取付部材５の主板５１の上面とを
当接させつつ、ボックス本体３を切欠部３３側へとスライドさせる（図４参照）。ボック
ス本体３のスライドに伴って、ボックス本体３の切欠部３３が取付部材５の各係止爪５３
に係止され、更に、ボックス本体３の底部３５の下面の係合爪３４が取付部材５の係合穴
５４に係合される（図３参照）。図３に示すように、係合爪３４および係合穴５４が係合
されると、係合穴５４および係合爪３４によって、ボックス本体３の矢印Ｄ方向へのスラ
イドが抑制されるので、基板ボックス２のボックス本体３と取付部材５とを確実に結合す
ることができる。
【００２１】
　この係合爪３４および係合穴５４の係合の解除により、基板ボックス３および取付部材
５の結合を解除することができるが、図３に示すように、ボックスユニット１は、通常、
ボックスユニット１の係合爪３４および係合穴５４が遊技盤９１や入賞球集合カバー９２
に対向した状態で、入賞球集合カバー９２に取り付けられるので、ボックスユニット１を
反転させなければ係合爪３４および係合穴５４は見ることができない。よって、パチンコ
機９０の検査等を行う場合に、係合爪３４および係合穴５４の不用意な操作が防止され、
基板ボックス２と取付部材５との結合状態を誤って解除してしまうことを防止することが
できるのである。
【００２２】
　図１に示すように、取付部材５の右側端部分に設けられた周囲板５６には接続端子５５
が形成されており、この接続端子５５は、雄型コネクタ６１等を介して制御回路基板６に
接続されたアース線６２の一端をネジ止めにより接続することができる。取付部材５の主
板５１の下面には、後述する連接板８を取付部材５に取り付けるための２つの軸受部５７
が形成されており、これらの軸受部５７には、連接板８の２本の取付ピン８１がそれぞれ
回動可能に支持される。また、取付部材５の左右縁部分には、下方へ向けて取付片５８が
それぞれ形成されている。この各取付片５８を入賞球集合カバー９２に配設された留め具
（図示せず）によって係止することにより、連接板８によるボックスユニット１の回動を
防止することができる。
【００２３】
　図２に示すように、ボックスユニット１の取付部材５の裏面には連接板８が取り付けら
れている。この連接板８は、正面視長板状に形成されたヒンジ部材であり、４本の取付ピ
ン８１を備えている。この各取付ピン８１のうち２本の取付ピン８１は連接板８の右側端
部分に突設されており、その他の２本の取付ピン８１は連接板８の左側端部分に突設され
ている。連接板８の右側端部分（図２中、右側）に突設された２本の取付ピン８１は、取
付部材５に設けられた２つの軸受部５７に回動可能にそれぞれ支持されている。また、連
接板８の左側端部分（図２中、左側）に突設される各取付ピン８１は、入賞球集合カバー
９２に突設された各軸受部９２ａに回動可能にそれぞれ差し込まれる。よって、ボックス
ユニット１は、連接板８により入賞球集合カバー９２に対して回動可能に配設されるので
ある。
【００２４】
　尚、連接板８の入賞球集合カバー９２の各軸受部９２ａに差し込まれた各取付ピン８１
は、それぞれ各軸受部９２ａに対して着脱可能に形成されているので、ボックスユニット
１を入賞球集合カバー９２から取り外して検査することもできる。また、連接板８は、遊
技盤９１の裏面に直に取り付けても良い。
【００２５】
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　図１に示すように、制御回路基板６は、矩形薄板状に形成されており、その一側には５
個の雄型コネクタ６１が隣接配置されている。このうち、制御回路基板６の右端の雄型コ
ネクタ６１には、アース線６２の一端に配設された雌型コネクタ６２ａが嵌合されている
。このアース線６２の他端は取付部材５の接続端子５５にネジ止めにより接続されている
。この接続端子５５が形成された取付部材５は導電性を有する金属材料（薄板鋼材等）で
構成されているので、制御回路基板６に搭載された電子部品の誤動作の原因となる電気的
ノイズを除去することができる。また、他の雄型コネクタ６１には、フラットケーブル６
３の一端に配設された雌型コネクタ６３ａが嵌合される。尚、図１では、制御回路基板６
に搭載される各種電子部品の図示を省略し、アース線６２およびフラットケーブル６３の
一部を省略して図示している。また、図１では、図面の簡略化のため、３個の雄型コネク
タ６１にそれぞれ接続される３つのフラットケーブル６３の図示を省略している。
【００２６】
　制御回路基板６には高分子樹脂等で構成された仕切板６５がネジ止めによって取着され
ている。この仕切板６５は制御回路基板６に対して略垂直に取着されており、ボックス本
体３とボックス蓋体４とを合体させた場合に、基板ボックス２の内外部を仕切ることがで
きる。よって、基板ボックス２の外部からの制御回路基板６への接触行為を防止すること
ができるのである。また、図１に示すように、仕切板６５の制御回路基板６側の端部分に
は、各雄型コネクタ６１に対応して５つの矩形状のコネクタ穴部６５ａが穿設されている
。よって、雄型コネクタ６１を回避して仕切板６５を制御回路基板６に取着することがで
きる。
【００２７】
　次に、図３および図４を参照して、基板ボックス２および取付部材５の結合方法につい
て説明する。まず、図４に示すように、制御回路基板６を基板ボックス２により被包した
後、基板ボックス２の各突部３２を取付部材５の各穴部５２へ挿入する。各突部３２の挿
入後、基板ボックス２を矢印Ａ方向へ回転させて、ボックス本体３の底部３５の外面を取
付部材５の主板５１に当接させる。基板ボックス２と取付部材５との当接後、基板ボック
ス２を矢印Ｂ方向へスライドさせると、基板ボックス２の右側面と取付部材５の右側縁部
分の周囲板５６とが当接し、各突部３２が穴部５２に挿入された状態のまま、ボックス本
体３の切欠部３３が係止爪５３に填め込まれて係止される。その結果、基板ボックス２と
取付部材５とが結合される（図３参照）。このように、基板ボックス２および取付部材５
が結合されると、図３に示すように、ボックス本体３の裏面に突設された係合爪３４の左
側面が取付部材５の係合穴５４の左側面に当接して、係合爪３４が係合穴５４に係合され
るので、基板ボックス２の矢印Ｄ方向へのスライドを抑制され、かかる結合が維持される
。
【００２８】
　次に、図３を参照して、基板ボックス２および取付部材５の結合状態の解除方法につい
て説明する。この結合状態を解除する場合には、パチンコ機９０の入賞球集合カバー９２
に配設された留め具（図示せず）によるボックスユニット１の係止を解除した後、係合爪
３４および係合穴５４の係合状態を解除する必要がある。この係合状態の解除は、ボック
スユニット１の裏面側、即ち、取付部材５側からボックス本体３の底部３５の外面を係合
穴５４を介して矢印Ｃ方向へ押圧しつつ、ボックス本体３を矢印Ｄ方向へスライドさせる
ことにより行われる。係合爪３４および係合穴５４の係合が解除されると、係止爪５３に
よる切欠部３３の係止が解除される。その後、図４の反矢印Ａ方向へ基板ボックス２を回
転させて、各突部３２を各穴部５２から引き抜くことにより、基板ボックス２が取付部材
５から取り外される。
【００２９】
　しかしながら、図３に示すように、ボックスユニット１は、通常、ボックスユニット１
の係合爪３４および係合穴５４が遊技盤９１や入賞球集合カバー９２に対向した状態で、
入賞球集合カバー９２に取り付けられるので、そのままの状態では係合穴５４を介してボ
ックス本体３の底部３５外面を押圧することができず、係合爪３４および係合穴５４の係
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合状態を解除することができない。このため、ボックスユニット１を連接板８を介して反
時計方向へ回転させて、図３中の２点鎖線の位置へ移動させた後、係合爪３４および係合
穴５４の係合状態の解除が行われる。
【００３０】
　このように、係合爪３４および係合穴５４の係合状態を解除して、基板ボックス２およ
び取付部材５の結合状態を解除するには、ボックスユニット１を連接板８を介して反時計
方向へ回転させて、図３中の２点鎖線の位置へ移動させなければならない。よって、パチ
ンコ機９０の検査等を行う場合に、係合爪３４および係合穴５４の係合状態が不用意に解
除されることが防止され、基板ボックス２と取付部材５との結合状態を誤って解除してし
まうことを防止することができる。
【００３１】
　また、上述した操作表示３６は取付部材５の係合穴５４の穿設位置に対応してボックス
本体３に形成されているので、基板ボックス２と取付部材５とが結合されても、取付部材
５の係合穴５４を介して操作表示３６を容易に視認することができる。また、基板ボック
ス２と取付部材５とが結合された場合に、操作表示３６、係合爪３４および係合穴５４は
、ボックスユニット１の同一面に形成されているので、操作表示３６を参照しつつ、係合
爪３４および係合穴５４の係合解除を行って、ボックス本体３を取付部材５から取り外す
ことができる。
【００３２】
　以上、実施例に基づき本発明を説明したが、本発明は上記実施例に何ら限定されるもの
ではなく、本発明の趣旨を逸脱しない範囲内で種々の改良変形が可能であることは容易に
推察できるものである。
【００３３】
　例えば、本実施例では、取付部材５を導電性を有する金属材料である薄板鋼材等で構成
した。しかしながら、取付部材５の材質は、必ずしもこれに限られるものではなく、導電
性を有する高分子材料等で構成しても良い。即ち、制御回路基板６の動作に悪影響を及ぼ
す電気的ノイズを除去することができる導電性材料であれば良い。
【００３４】
　また、本実施例では、手順表示（操作表示３６，方向表示４２）をボックス本体３また
はボックス蓋体４の成形と同時に型枠を用いて形成した。しがしながら、手順表示を付す
方法は必ずしもこれに限られるものではなく、操作手順等を印刷した合成樹脂等のシート
をボックス本体やボックス蓋体に貼付するようにしても良い。
【００３５】
　回路基板を被包する遊技機用基板ボックスと、その遊技機用基板ボックスを遊技機の裏
側面に回動可能に取り付ける取付部材と、その取付部材および遊技機用基板ボックスを結
合させる結合手段とを備え、前記遊技機の裏側面と前記遊技機用基板ボックスまたは取付
部材との間に配設され、前記結合手段による前記遊技機用基板ボックスおよび取付部材の
結合状態を解除する結合解除手段を備えている遊技機用基板ボックスユニット１。
【００３６】
　この遊技機用基板ボックスユニット１によれば、取付部材と回路基板を被包した遊技機
用基板ボックスとは結合手段によって結合され、その取付部材は遊技機の裏側面に回動可
能に取り付けられる。この遊技機用基板ボックスと取付部材との結合状態の解除は結合解
除手段を操作することによって行われるが、この結合解除手段は遊技機の裏側面と遊技機
用基板ボックスまたは取付部材との間に配設されているので、そのままの状態では結合解
除手段を操作することができず、結合状態を解除することができない。よって、かかる結
合解除手段を操作するためには、取付部材を回動して、まず結合解除手段を反転させなけ
ればならない。即ち、結合解除手段はそのままの状態では操作することができないので、
不用意な結合解除手段の操作を防止して、遊技機用基板ボックスと取付部材との結合状態
を誤って解除してしまうことを防止することができる。
【００３７】
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　回路基板が配設されるボックスベースとそのボックスベースに被せられるボックスカバ
ーとを有する遊技機用基板ボックスと、その遊技機用基板ボックスを遊技機の裏側面に回
動可能に取り付ける取付部材と、その取付部材および遊技機用基板ボックスを結合する結
合手段とを備えた遊技機用基板ボックスユニットにおいて、前記遊技機の裏側面と前記ボ
ックスベースとの間に配設される第１係合部と、その第１係合部に対向しつつ前記遊技機
の裏面と前記取付部材との間に配設され前記第１係合部に係合される第２係合部とを有す
る結合解除手段を備え、前記結合手段によって前記遊技機用基板ボックスおよび取付部材
を結合することにより、前記結合解除手段の第１係合部および第２係合部が係合されると
ともに、その第１係合部および第２係合部の係合を解除することによって、前記結合手段
による前記遊技機用基板ボックスおよび取付部材の結合が解除されることを特徴とする遊
技機用基板ボックスユニット２。
【００３８】
　この遊技機用基板ボックスユニット２によれば、回路基板をボックスベースに収納し、
そのボックスベースにボックスカバーを被せることにより、回路基板が遊技機用基板ボッ
クス内に収納される。回路基板を収納した後、遊技機用基板ボックスと取付部材とを結合
手段によって結合すると、結合解除手段の第１係合部と第２係合部とが係合され、遊技機
用基板ボックスと取付部材との結合が完了し、遊技機用基板ボックスが取付部材を介して
遊技機の裏側面に回動可能に取り付けられる。この遊技機用基板ボックスおよび取付部材
の結合状態を解除する場合、結合解除手段の第１係合部は遊技機の裏側面とボックスベー
スとの間に配設され、かつ、第２係合部は遊技機の裏側面と取付部材との間に配設されて
いるので、そのままの状態ではこれらを操作することができない。よって、遊技機の検査
等を行う場合に、結合解除手段の不用意な操作が防止され、遊技機用基板ボックスと取付
部材との結合状態を誤って解除してしまうことを防止することができる。
【００３９】
　遊技機用基板ボックスユニット１，２または請求項１記載の遊技機用基板ボックスユニ
ットにおいて、回路基板が配設されるボックスベースとそのボックスベースに被せられる
ボックスカバーとを有する遊技機用基板ボックスと、遊技機の裏側面に対向する前記ボッ
クスベースの壁面に配設される第１係合部とその第１係合部に対向しつつ遊技機の裏面に
対向する前記取付部材の壁面に配設され前記第１係合部に係合される第２係合部とを有す
る結合解除手段とを備え、前記第１係合部は前記遊技機の裏面と対向する前記ボックスべ
ースの壁面に突設された係合爪であり、前記第２係合部は前記係合爪に対向しつつ、前記
遊技機の裏面に対向する前記取付部材の壁面に穿設された係合穴であることを特徴とする
遊技機用基板ボックスユニット３。
【００４０】
　遊技機用基板ボックスユニット１から３または請求項１記載の遊技機用基板ボックスユ
ニットにおいて、前記遊技機用基板ボックスまたは取付部材は、前記結合手段による前記
遊技機用基板ボックスおよび取付部材の結合手順を指示する結合手順指示手段を備えてい
ることを特徴とする遊技機用基板ボックスユニット４。この遊技機用基板ボックスユニッ
ト４によれば、結合手順指示手段による指示に従って、遊技機用基板ボックスと取付部材
との結合を容易に行うことができる。
【００４１】
　遊技機用基板ボックスユニット１から４のいずれか、または、請求項１記載の遊技機用
基板ボックスユニットにおいて、前記取付部材に結合された前記遊技機用基板ボックスが
遊技機の裏面の所定位置に配置されている状態で、前記遊技機用基板ボックスまたは取付
部材のうち前記遊技機の裏側面に対向（対面）する部分には、前記結合解除手段による前
記遊技機用基板ボックスおよび取付部材の結合解除手順を指示する解除手順指示手段が設
けられていることを特徴とする遊技機用基板ボックスユニット５。この遊技機用基板ボッ
クスユニット５によれば、解除手順指示手段による指示に従って、遊技機用基板ボックス
と取付部材との結合状態の解除を容易に行うことができる。また、解除手順指示手段は、
取付部材に結合された遊技機用基板ボックスが遊技機の裏面の所定位置に配置されている
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状態において、遊技機用基板ボックスまたは取付部材のうち遊技機の裏側面に対向（対面
）する部分に設けられているので、結合解除手段によって結合状態の解除を行う際に、解
除手順指示手段を視認することができる。
【００４２】
　遊技機用基板ボックスユニット１から５のいずれか、または、請求項１記載の遊技機用
基板ボックスユニットにおいて、前記取付部材は導電性材料で形成されるとともに、前記
遊技機用基板ボックスに被包される回路基板から配線されたアース線が接続される接続端
子を備えていることを特徴とする遊技機用基板ボックスユニット６。この遊技機用基板ボ
ックスユニット６によれば、アース線によって、導電性材料で形成された取付部材と遊技
機用基板ボックスに被包された回路基板とが接続されるので、回路基板に悪影響を及ぼす
電気的ノイズを取付部材により除去することができる。
【００４３】
【発明の効果】
　本発明の遊技機によれば、遊技機用基板ボックスおよび取付部材の結合状態は、取付部
材に結合された遊技機用基板ボックスが遊技機の裏側面の所定位置に配置されている場合
には解除できない。よって、取付部材を介して、まず遊技機用基板ボックスを遊技機の裏
側面の所定位置から回動しなければならない。即ち、不用意な結合解除の操作を防止して
、遊技機用基板ボックスと取付部材との結合状態を誤って解除してしまうことを防止する
ことができるという効果がある。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の遊技機用基板ボックスユニットの一実施例であるボックスユニットの
分解斜視図である。
【図２】　ボックスユニットの配設された遊技機の一種であるパチンコ機の裏面の部分断
面図である。
【図３】　図２のＩＩＩ－ＩＩＩ線における平面部分断面図である。
【図４】　図２のＩＶ－ＩＶ線におけるボックスユニットを分解した平面断面図である。
【図５】　図３のＶ－Ｖ線におけるボックスユニットの裏面部分図である。
【符号の説明】
１　　　　　　　　ボックスユニット（遊技機用基板ボックスユニットの一部）
２　　　　　　　　基板ボックス（遊技機用基板ボックス）
３　　　　　　　　ボックス本体（ボックスベース）
４　　　　　　　　ボックス蓋体（ボックスカバー）
５　　　　　　　　取付部材（取付部材の一部）
６　　　　　　　　制御回路基板（回路基板）
８　　　　　　　　連接板（取付部材の一部）
３２　　　　　　　突部（結合手段の一部）
３３　　　　　　　切欠部（結合手段の一部）
３４　　　　　　　係合爪（結合手段の一部、第２係合部）
３６　　　　　　　操作表示（解除手順指示手段）
４２　　　　　　　方向表示（結合手順指示手段）
５２　　　　　　　穴部（結合手段の一部）
５３　　　　　　　係止爪（結合手段の一部）
５４　　　　　　　係合穴（結合手段の一部、第１係合部）
５５　　　　　　　接続端子
６５　　　　　　　仕切板
９０　　　　　　　パチンコ機（遊技機）
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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